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1. 研究の成果の概要 
出芽酵母が有する相同組換え能力を活用することで糸状菌のゲノム中に存在する

イントロン配列を効率よく除去する新たな方法論を構築した。これにより、これま

で利用することが困難であった糸状菌由来有用化合物生合成遺伝子を簡単な操作

で利用可能となる。この方法を駆使して実際に糸状菌由来ペプチド合成酵素遺伝子

を酵母に導入したところ、新規ペプチド化合物の生産を確認することができた。 
２.研究のトピックス性 

糸状菌は、ペニシリンやシクロスポリンのように臨床的に重要な天然物を生産して

いる。その糸状菌のゲノム中には天然物の生合成遺伝子はコードされているが生合

成産物を確認することのできない遺伝子群が多数存在している。そのなかには新規

医薬品や農薬の候補となる化合物が多数存在すると期待されている。しかし、糸状

菌由来の個々の遺伝子にはイントロン配列が存在するため、直接遺伝子を異種発現

させることはできない。そこで、本方法論によって異種発現可能な配列に改変する

ことを試み、成功に至った。この方法を用いれば、これまで発現することが困難で

あった糸状菌由来の有用天然物生合成遺伝子を容易に発現させることができるよ

うになる。 
3. 研究の波及効果 

糸状菌は地球上に 1 万種以上存在するといわれているが、1 種類の糸状菌のゲノム中

には約 30 種類の二次代謝産物生合成遺伝子がコードされていると推測される。今回、

我々が示した方法論によってこのような多数の糸状菌ゲノムを活用することが可能とな

り、新規医薬品や農薬などを獲得することが期待される。 
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糸状菌は地球上に 1 万種以上存在するといわれているが 

そのゲノム上には約 30種類の二次代謝産物生合成遺伝子を有していると考えられる 

我々が開発したゲノムの利用方法を用いてこれらの遺伝子について解析すれば 

新規医薬品や農薬候補化合物などの獲得が期待できる 

 

 

＊用語の解説 イントロン配列 : 真核生物の遺伝子中で遺伝子情報を有していない配列 

        プライマー配列 : PCR を行う際に用いる短い DNA 配列 


